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DEQX 設 定 術- 機 器 の 設 定

■ Configuration（機器構成/接続設定）

・ 私達はスピーカーを測定し、その結果から補正データーを作り出しました

・ そのデーターをどのように活用するかを設定する作業がConfigurationです

・ ４個の基本設定用プロファイル（Profile）にそれぞれの役割を与えます（※）

・ ４ステップ（　　→　　→　　→　　）の３番目で、これが完了すると音が出ます

［図１］ Configuration設定時の接続図
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　■ ConfigurationはパソコンからDEQXに設定情報を送ることで完成します

　■ Configurationの設定はパソコンのCalibrationソフトで行います

　■ ここで、調整マニュアル［［［［EEEE----00003333（最小限の設定）］］］］をもう一度ご覧下さい

　■ E-03にスピーカーの補正データーを加えて正式な設定データーを作ります

　■ 前章の［［［［GGGG（SP較正）］］］］に続いてConfiguration設定に入る場合と、

　　　改めてConfiguration 設 定 メ ニ ュ ー(     )から入る場合があります。

Calibrate Speakers Measure Room

（※１） 音を出すには最低でも１個のプロファイルを設定する必要があります

USB

CONTROL端子へ

DEQX Calibrationソフト

DEQX

コンフィギュレーション

Measure Speakers

クリック

＜Calibrate Speakersの設定が完了した時の画面＞

Configure

※１ ※２
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新規に作成を選択

クリック

クリック

↓名前は自動設定のままでOK

システム構成を必ず確認 ↑↑↑↑

↓クリックで案内終わり

＜ Configuration設定のメイン画面 ＞

設定内容の

表示画面

設定するProfileを選ぶ

「BBBB」「１」「２」「３」はリモコンの

「００００」「１」「２」「３」に相当します

完成した設定データーを

DEQX本体に送るボタン

左側 右側

Configure

クリック

※１ ※２

「１１１１」を選択し

 Left側SPを

 ダ ブ ル ク リ ッ ク

　3Wayの場合を表示
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L側と同様に、R側にも補正フィルターを適用します

スピーカー用の補正フィルターを使用する

クロスオーバーフィルターのみを使用する

バイパス設定（リミットフィルターは使える）

スピーカーから音を出さない設定

フィルターを適用する

クリック

①

②クリック

③選択

④クリック⑤クリック

＜Profile-1のLch側に適用されたフィルター＞

「1」の選択を確認し

Right側SPを ダ ブ ル

 ク リ ッ ク す る

Configure
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クリック

Configure

フィルターを適用する

クリック

チェック

①

②

③

クリッククリック ④⑤

＜適用された補正フィルター＞

「１１１１」を確認し

 フィルターの

 L/Rも確認

R-ch用

を確認

Profile-1に設定したデーター（L/R）を他のProfileにも適用します
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①①①① 「１１１１」を確認し、

 　　Left側の上で

 　　右クリックして

 　　コピーする

②②②② 「２２２２」をクリックし、

 　　Left側の上で

 　　右クリックして

 　　ペーストする

③③③③ 「３３３３」をクリックし

 　　Left側の上で

 　　右クリックして

 　　ペーストする

① Profile-1を選択し、Lch側SP画面で右クリック

　　サブメニューから「Copy」を選択

② Profile-2を選択し、Lch側SP画面で右クリック

　　サブメニューから「Paste」を選択

③ Profile-3を選択し、Lch側SP画面で右クリック

　　サブメニューから「Paste」を選択

※ Rｃｈ側も全く同様にProfile-1のデーターを

　　コピーして、Profile-2と3にペースストする

■ Profile-1～3に設定したデーターを確認します

■ 4個のProfileは自由に設定出来ます。標準的（Kurizz-Labo方式）な設定は、

　　　　Profile-0（B）　-----　Bypass（バイパス：chデバイダーのみ使用）

　　　　Profile-1（1）　-----　標準/最適設定（ほとんどのプログラムに最適）

　　　　Profile-2（2）　-----　クラシック用（ホールの音響特性を再現）

　　　　Profile-3（3）　-----　ジャズ用（古き良き時代の録音特性を再現）

■ 上記の特徴的なProfile設定はRoom補正時のマニュアルEQで行います

＜補正データーをProfile-1～3に設定し終えた時の画面＞

「BBBB」「１」「２」「３」はリモコンの

「００００」「１」「２」「３」に相当します

左側 右側

「１１１１」～「3」を選択し

　補正データーが

　正しく設定されて

　いるか確認する

　3Wayの場合を表示



Kurizz-Labo-DEQX Manual No.H（機器設定）

Page 6 / 7

Configuration Page 6 / 7

Configure

＜補正データーの設定を完了し、次にProfile-0（Bypass）を設定する画面＞

「BBBB」「１」「２」「３」はリモコンの

「００００」「１」「２」「３」に相当します

左側 右側

「BBBB    ((((0000))))」を選択し

 左SP部分を

 ダブルクリック

　3Wayの場合を表示

⑤左クリックを押し、そのまま右に移動して放す

設定を確認

■ パソコン側の設定が完了

③クリック④クリック

■ Profileの「B」（0）はBypassの意味を持ちますが、

　　実際にはProfile1～3と同様に設定できます。

　　通常はDEQXによる音質の改善効果を耳で確認

　　して頂くため、DEQXによる補正は行わずに、LC

　　ネットワーク相当のデバイダー特性のみをセット

　　しています。

■ ここではその方法を説明します。

① 選択肢の2番目にある、「Use a crossover filter 

　　for this loudspeaker only」を選択します。

② 設定用のウィンドウに必要な数値を入力します。

　◆ この時、周波数は任意に設定できますが、遮断

　　　特性（スロープ：Slope）はフィルターのタイプに

　　　よって設定範囲が異なります。

　◆ LCネットワーク相当の6～18dB/oct.に設定する

　　　場合はLinear Phase以外を選びます。通常は

　　　Butterworthを選択して下さい。

　◆ 図では、600Hz-12dB/oct.と、6kHz-12dB/oct.

　　　に設定した場合を示しています。

　◆ 設定が完了したら③→④をクリックします。

　◆ 元の画面の左側スピーカーに設定値が表示さ

　　　れますので、これを右側にコピーします。

　⑤ 左右が同じデーターの場合は図に示した方法

　　　が便利です。

①クリック

②
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■ DEQXを設定する上で重要な項目：Save All to DEQX

◆ パソコンで設定したデーターをUSB経由でDEQXに転送する

 ・ データーの転送時にエラーが出た場合は注意が必要である

　　※ 設定したデーターに異常があると転送時にエラーとなる

　　※ エラーとなったデーターは消去して新たに設定を行う

■ DEQXからデーター（EQ設定）を読み込む場合は右側の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「Read EQ from DEQX」を使う

■ DEQX側の設定も完了

DEQXにデーターを転送中の画面

クリック

② Unmute時は

　　クリックする

④ ボリュームを

　　上げる

Profileは

　 0　：バイパス

1～3：SP補正あり

　　　 が設定済み

③ 入力ソースを

　　選択する

④ 入力信号を確認したら

　　　　ボリュームを上げる

① DEQX本体との

　　接続を確認する

■ SP補正が完了してDEQXから音が出せる状態となった（Room補正はまだ）


